
施策名 課題等 主な取組 《》内はコロナの影響 総合評価

①地方独立
行政法人北
海道立総合
研究機構の
運営支援

・中期計画及び年度計画の進捗管
理を通じて、産学官の連携によ
る研究の推進を図る必要

・運営等に関する諸課題の調整を
図っていくことが必要

○北海道地方独立行政法人評価委員会
による中期計画及び年度計画の進捗
状況の評価

○運営費交付金及び施設整備等補助金
による財政支援

概ね順調
に展開

②科学技術
の振興

・産学官金の連携による研究開発
の推進等が必要

・地域資源を生かした新事業・新
産業の創出などの推進が必要

○産学官連携による本道の強みを活か
した研究開発の推進

○宇宙分野の研究・実験拠点の形成や
宇宙産業の成長産業化の推進

○様々な機関が連携した科学技術イベ
ントの効果的な実施

○科学技術上の優れた発明・研究等の
顕彰及び周知

○知的財産の普及啓発と活用の促進
○中小企業等による開放特許の活用支援

概ね順調
に展開

2 分 野：経済・産業

本道の活性化
に役立つ科学
技術の振興①地方独立行政法

人北海道立総合研
究機構（道総研）

の運営支援
（総務部）

新たな価値
を生み出す
研究開発の
取組を推進

施策間連携

【政策の方向性と施策の関係】

各分野の研究
開発の成果を
道民・道内企
業へ還元

産学官の共同研究の件数（施策①②) 航空宇宙分野における研究・実験の道内への
新たな誘致（施策②）

航空宇宙関連
技術の実験
ニーズの高ま
りを背景に、
本道の実験環
境のPR効果に
より件数が増
加

機運の醸成に
伴い、産学官
の連携が進
み、目標は達
成

【関連指標】

多くの機関と
連携すること
でイベント内
容が充実した
ほか、参加し
やすい会場確
保やPRの効果
などにより、
参加者が増加

「サイエンスパーク」参加児童生徒数（施策②）

【総合計画の指標】
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C 政策の方向性：本道の活性化に役立つ科学技術の振興

(4) 政 策 の 柱：新たな成長産業への挑戦や研究開発の推進

②科学技術の振興
（経済部）
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【関連指標】

相談会におけ
る情報交換や
PRにより認知
度が向上し、
件数が増加し
て目標達成

特許流通サポーターによる特許流通相談件数
（施策②）
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【ほか１つの関連指標】

<総合計画施策推進状況>【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】（※）はコロナの影響等があった施策

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0203PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R2kihonchousyo/check/0513PDC.pdf

